















まってスタ トーした研究会が平成 21 年に提唱した考え方で、現在は “Smart Wellness City 構想 ”として、
全国の自治体に理念や活動が広まりつつあります。
　本学の所在地である足利市も、平成 28 年 4 月に「スマートウェルネスあしかが」事業をスタートさせ、
生活習慣病予防の普及啓発活動を含む様々な活動に取り組んでいます。看護学部長の山門實先生も、指
導的な立場でこの事業に積極的に関与されています。本「看護学研究紀要」第 4 巻の巻頭言においても、
山門学部長が “ 足利市民の健康寿命の延伸 ” に言及されております。本学が主催する「市民公開講座」
においても、平成 28 年 11 月 24 日に和泉聡足利市長を講師としてお招きし、『足利市のすすめるスマート
ウェルネス事業の現状と今後の展望』と題して講演会を実施しました。このように、官と学とが連携し、まち
づくりと市民の生活習慣病予防とが一体化した事業が推進されつつあります。こうした中で、足利市を中心と
した地域医療活動に資する本学看護学部の役割に、大きな期待が寄せられていることは間違いありません。
　本学看護学部が置かれているこうした恵まれた環境を活かし、地域に根差した特色ある研究活動が進めら
れ、「看護学研究紀要」を通じて情報発信されると共に、看護学部で学ぶ学生諸君の教育に大きく寄与さ
れることを願っております。
